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D 101 大 気環 境 中 に 浮 遊 する 被 服 汚 れ物 質 の 粒 径 分布 の 季 節 的変 化

〔(社) 日本 家政 学会

共立女子大家政　芳住　邦雄

目的　微塵の汚れの原'因としては、汗およぴ●責などの人体から発せられる物質のみならず、各種の大気汚染

物貫が考えられる。このうち、大気環境中を浮遊する粒子状物質は、窒素酸化物と共にわが国における大気汚染

対策上の最も重要な汚染物質の一つと言われている。本研究は、かかる粒子状物質の水溶性成分に着目して、そ

の粒径分布の季節的変化の観点から発生源との関連を明らかにし、被服の汚れ機構のmm に資する基礎的情報を

集積することを目的としている。

方法　粒子状物貫の採取は、アンダーセンサンプラーを用いて、東京都千代田区の本学校會屋上にて19  9 0

年1  2 月および19  9 1 年７月の冬期および夏期に行なった。各段の捕集面およびバックアップフィルターには

テフロンフィルターを用いた。こうして得られたフィルター試料をフラスコに入れて、純水を加え後盗して水溶

性成分の抽出を行なった。抽出液中の陰イオンおよび陽イオンの分析にはイオックロマトグラフを用いた。
i㎜－結果 お よ び 考察　 粒 子 状 物貴 は、 通 常 、 その 生 成

起 源 との 関 連 か ら 直 径2  μm 以 下 の微 小 粒 子 と 直径2  μm ■
ミ.--ﾐi ふ　・　　　・
上 の 粗 大 粒 子 とに 分 けら れ 、前 者 は 人工 起 源に 、 後者 は 自 然 起 源 に由 来 す､る こ とが 多 い と 考 えら れて い る｡----｡--

●r¬甲･-･F1.｡-●-F9-r/･ －－ －゛y ^' °̂～^ 八｡ソiH/－v･^ ●　 苧
研 究 の 結 果で は、 硝 酸 イ オ ンお よ び 塩 素 イ オン の 粒径 分布 で は 、 夏 期に は粗 大 粒子 の 、冬 期 に は 微小 粒 子 の 濃度

が
高 い 特性 とな る こ とが 認め ら れ た 。前 者 は 、 海 塩粒

子 の 影 響 を示 し 、 後 者 は 、N  H  -.NO  3 お よ びNH  ^C  1

に よ る と考 え ら れ た 。硫 酸 イ オ ン は 、微 小 粒 子の 濃度 が 夏 期お よび 冬 期 とも に 高い が 、夏 期に 特 に 顕 著 であ っ た 。

ア ン モ ニウ ムイ オ ンは こ れ ら の 特性 に 対 応し て 微 小粒 子 の 濃 度が 高 く な っ てい た。 ナ ト リウ ム イオ ンお よび カ リ

ウ ム イ オン の 分 布 は、 粗 大 粒 子 に集 中し 、 かつ 、夏 期 に 高 濃 度と な っ て おり 、海 塩 粒 子 由来 の 特 徴 が示 さ れ て い

る と みら れ た 。カ リ ウ ム イ オ ン は、 低 濃 度 であ づ たが 、 微 小粒 子 に 存 在し 、 都 市 廃 棄 物の 焼 却 に 由来 する も の と

考え ら れ た 。 カル シ ウ ム イ オ ンは 、 粗 大粒 子に 明 瞭 に 集中 し 、 土 壌 成分 とし て 浮 遊し てい る も の と推 定 さ れ た 。
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田　　口　　秀　 子

申 告 サイ ズ を 基 礎 とし て。 店 頭で の サ イ ズ 合 わせ(

さ れ る が。 一 般 に 履 物を 購 入 す ると きは 夕方 が 良 い と

二 足 行 動 の 結 果 とし て、 体 液 の 足 部 へ の 貯溜 な ど が お

か ら だ とさ れ て い る。 そ こで、 足部 形 態の 変 化 が ど の

試 み たの で、 そ の 結 果 に つ い て 報 告 す る。

の な い 女 子1    0 名 で あ る。 測 定 項目 は 足形 熊 の変 動 量

0TER（WS －802 ）で 、 また、 足 部 容 体 積 は足 底よ り 外果 上

定 器 を 用 い。3    7   ゙ Cに 恒 温 とし た測 定 器 に足 部を い れ

し た。 測定 期 間 は.    1 年 で、 ラ ンダ ム に足 長、 足 幅 の

そ の 変 動 を 観 察し た。 ま た･、 被 験 者 の う ち３ 名 につ い

動 に つ い て。 睡 眠 中 を 除 く 一 時 間毎 の 足 部容 積 及o' 。

り

４

で

に

る

チ

％

あ

よ

－t_

の

年

増

る

り

と

低

間

加

変

が

下

変

し

ま

動

認

が

動

た

た

の

め

原

に

あ

ら

因

は

２

春

る

れ

と

夏

こ

た

考

午

夏

で

と

○

え

後

に

は

を

４

ら

に

足

認

れ

足

部

秋

め

足

る

長

体

冬

た

長

の

積

よ

０

は

り

３

足

３

－

¶ I Z

９

足

入

の

１

０

長

浴

長

％

７

１

後

く

％

な

足

増

６

冬

る

幅

加

５

で

傾

０

し

％

は

向


